
２ ０ ２ ３ 年度 訓練 検証項目について 

１ ． 概 要  

訓練目的や訓練への反映項目等を踏まえ、 ２ ０ ２ ３ 年度の訓練検証項目を以下の  

と おり  設定し 、 組織全体と し ての緊急時対応能力の向上を図る。  

＜検証項目＞

検  証 項 目  備 考

１  正確かつ確実な通報連絡の実施 

・ 正確かつ確実に通報連絡ができるこ と

を以下の観点を踏まえ、 評価チェ ッ ク

シート により 確認する。  

＜正確性＞ 

通報文の記載内容に 誤り がないこ

と 。 また、 送信し た通報文に誤記等

があっ た場合、 確実に訂正報を発出

するこ と 。  

＜確実性＞ 

通報文送信時に送信エラ ー等により

未達と なっ ていないこ と を確認し 、

また、 送信先に着信確認（ 電話連絡）

を実施する。  

以 上  

別紙 ７
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後方支援拠点（ 以下、 と 言うLSB ） スケジュ ール等（ １ ／２ ）  

年度

項目
2013年度 

（ 平成 25年度）

2014年度 
（ 平成26年度）

2015年度 
（ 平成27年度）

2016年度 
（ 平成 28年度）

2017年度 
（ 平成29年度）

『 玄海／川内原子力発
電所 原子力事業者防 
災業務計画』 修正届出

         12/ 24 
         ▼ 

5/ 22          3/ 28
▼            ▼

3/ 21
              ▼

1/ 31 
            ▼ 

訓練ステッ プ  

『 原子力事業所災害対策
支援拠点(LSB) に係る運
営手順書』 制定、 見直し

         12/ 3 
（ 制定）          

         ▼ 

7/ 8 
（ 見直し ）  
 ▼ 

6/ 2 
（ 見直し ）  

▼ 

7/ 1            
見直し( )        
▼            

4/ 1   7/ 1 
見直し （ 見直し ）( )  
▼    ▼ 

訓練 

（ 玄海）  

LSB訓練

除染訓練

訓練 

（ 川内）  

LSB訓練

除染訓練

空輸訓練 

玄海

川内

（ 参考）  
新たな 

土地確保 

玄海 

川内 
宮里へリ ポート 新規確保 

別紙 ８  

初期訓練 習熟訓練 練度向上訓練

11/ 12 
単独訓練▼  

（ 唐津発電所）

11/ 13 
▼ 
（ 玄海 構内）NPS  

～ 10/ 11 12 
▼連動訓練 

国総合訓< 練>

（ 百次電柱置場）

9/ 12 10/ 1 
▼  ▼ 
単独訓練 

10/ 1 
▼ 
（ 川内 構内）NPS

2/ 24 
単独訓練▼  

（ 川内発電所）

社有設備２ 地点を 追加 

（ 佐世保営業所、 社員研修所）

２ 地点（ 湯田、 隈之城） 新規確保 

後方支援拠点（ 南方面） 新規候補地調査

11/ 28 
▼連動訓練 
（ 唐津発電所）  

11/ 11 
連動▼ 訓練

（ 佐世保）

12/ 1 
連動▼ 訓練

（ 社員研修所）

12/ 4 
連動▼ 訓練

（ 佐世保）

11/ 27 
▼ 
（ 玄海 構内）NPS  

11/ 12 
▼ 
（ 相浦発電所）  

12/ 5 
▼ 

（ 相浦駐屯地）  

2/ 3 
連動訓練▼ 

（ 福岡支社 ）8F  

2/ 5 
連動▼ 訓練

（ 湯田用地）  

9/ 9 
連動▼ 訓練

（ 隈之城用地）  

10/ 3 
連動▼ 訓練

（ 湯田用地））

2/ 25
▼

（ 川内 構内）NPS

9/ 8 
▼
（ 川内駐屯地）

12/ 4 
▼

（ 相浦駐屯地）

11/ 11 
▼
（ 嬉野ヘリ ポート ）

9/ 9 
▼
（ 川内駐屯地）

2/ 4 
▼
（ 湯田用地）

11/ 20 1/ 16 
▼  ▼ 

（ 唐浜ヘリ ポート ）  
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後方支援拠点（ 以下、 と 言う ） スケジュ ール等（ ２ ／２ ）LSB

年度

項目

年度2018
（ 平成 30年度）

年度2019
（ 平成 、31 令和元年度）

年度2020
（ 令和2年度）

年度2021
（ 令和 3年度）

年度2022
（ 令和4年度）

年度2023
（ 令和5年度）

『 玄海／川内原子力発
電所 原子力事業者防
災業務計画』 修正届出

2/ 27 
     ▼ 

4/ 1   8/ 21 
▼    ▼ 

9/ 30 
       ▼ 

8/ 19 
     ▼ 

訓練ステッ プ

『 原子力事業所災害対策
支援拠点 に係る 運(LSB)
営手順書』 制定、 見直し

7/ 1 
（ 見直し ）  

   ▼ 

7/ 1 
見直し( )  

   ▼ 

7/ 1 
見直し( )  

   ▼ 

7/ 1 
見直し( )  

   ▼ 

7/ 1 
見直し( )  

   ▼ 

8/ 4 
見直し( )  

   ▼ 

訓練

（ 玄海）

訓練LSB

除染訓練

訓練

（ 川内）

訓練LSB

除染訓練

空輸訓練

玄海 

川内 

（ 参考）
新たな 

土地確保 

玄海 

川内 いちき 串木野市荒川用地 
新規確保 

練度向上訓練

随時、 見直し

12/ 6
連動▼ 訓練

（ 佐世保）

後方支援拠点（ 南方面） 新規候補地調査

12/ 18 
連動   ▼ 訓練

（ 社員研修所）  

10/ 23 
▼
（ 湯田用地）

2/ 8 
▼
（ 川内駐屯地）

10/ 23 
連動▼ 訓練

（ 湯田用地）

1/ 31
▼ 

（ 福岡駐屯地）

10/ 4 
連動▼ 訓練

（ 隈之城用地）

12/ 6 
▼
（ 相浦駐屯地）

2/ 28
連動▼ 訓練

（ 社員研修所）

連動訓練
（ 荒川用地）

随時、 修正

届出

12/ 11
連動▼ 訓練

（ 旧唐津発電所）

3/ 11 
▼単独訓練
（ 湯田用地）

3/ 10 
▼単独訓練
（ 隈之城用地）

11/ 11 
▼単独訓練
（ 佐世保）

2/ 11
連動▼ 訓練

（ 湯田用地）

連動訓練
（ 旧唐津発電所）

連動訓練
（ 旧唐津発電所）

12/ 14
▼ 
（ 北熊本駐屯地）

後方支援拠点
新規候補地調査
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訓練日 ２ ０ ２ ４ 年２ 月２ ７ 日

評価者（ 所属） 氏名：              

確認 Ａ ： 良好 
Ｂ： 一部に改善事項が認めら れるが、 概ね良好   
Ｃ： 一層の努力が必要   
－： 該当なし 、 または、 確認できず   

２ ０ ２ ３ 年度 原子力防災訓練（ 総合訓練） 評価チェ ッ ク シート（ 発電所） 

チェ ッ ク シート

通報訓練

観察項目
確認

評価

（ 良好事例、 改善事項等があれば合わせて記載）活動検証要素 評価基準

① 関係機関への通報連絡の確実な

実施 
・ 警戒事象発生連絡 
・ 特定事象発生通報 
（ 原災法１ ０ 条、 １ ５ 条事象）  

・ 応急処置の概要連絡 
（ ２ ５ 条報告）  

総括班は、 通報・ 連絡に必要な情報を適切に収集、 整理し 、「 Ｅ Ａ Ｌ 一覧表及」 び「 通報連絡文の

記載内容を確認するポイ ント 」 を活用し て通報連絡本文の内容を正確かつ解り やすく し ているこ と 。 
＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

総括班は、 連絡、 通報、 報告内容の確認を総括班長、 本部内に依頼し 、 総括班長及び本部要員は

Ｅ Ａ Ｌ 一覧表を活用し 終的な誤記や記載内容をチェ ッ ク し ている こ と 。 また、 送信済の通報連絡

文に誤り があっ た場合、 訂正の通報連絡文を確実に発出し ているこ と 。  
【 評価に当たっ て】 通報連絡文確認時は、 バッ ク データ 等により 数値も含めて確認しているこ と 。  

＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

各班員は、 本店及びその他社内関係者と の連絡を適切かつ迅速に実施さ れているこ と 。  ＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

各班員他は、 関係機関への警戒事象発生連絡（ Ｆ Ａ Ｘ 送信） が目安と する時間内（ １ ５ 分以内）

に確実に行われているこ と 。  
各班員他は、 関係機関への１ ０ 条通報（ Ｆ Ａ Ｘ 送信） が目安と する時間内（ １ ５ 分以内） に確実

に行われているこ と 。  
各班員他は、 関係機関への１ ５ 条通報（ Ｆ Ａ Ｘ 送信） が目安と する時間内（ １ ５ 分以内） に確実

に行われているこ と 。  
各班員他は、 関係機関への２ ５ 条報告（ Ｆ Ａ Ｘ 送信） が事象の進展に応じ、 適切な間隔と タ イ ミ

ングで継続し て行われているこ と 。  

＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

各班員他は、 警戒事象発生連絡が先方へ届いたこ と を速やかに電話確認しているこ と 。（ 相手先担

当者の確認・ 連絡者の指名等）  
各班員他は、 特定事象発生通報（ １ ０ 条、 １ ５ 条） が先方へ届いたこ と を速やかに電話確認し て

いるこ と 。（ 相手先担当者の確認・ 連絡者の指名等）  
各班員他は、 ２ ５ 条報告が先方へ届いたこ と を 速やかに電話確認し ているこ と 。（ 相手先担当者の

確認・ 連絡者の指名等）  

＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

総括班は、 通報連絡先に抜けがないこ と を確認し ているこ と 。  
総括班は、 通報連絡文送信時に送信エラ ー等により 送信できなかっ た箇所がないこ と を確認し て

いるか。 また、 送信できなかっ た箇所があっ た場合に再送信し ているこ と 。  
「 通報連絡チェ ッ ク シート 」 への記載内容、 チェ ッ ク を行っ ているこ と 。  
【 評価に当たっ て】「 通報連絡チェ ッ ク シート 」 を各班より 回収し 、 送信確認を行っ ている。  

＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

総括班及び総務班は、 通報・ 連絡資機材（ Ｔ Ｅ Ｌ ・ Ｆ Ａ Ｘ ） に不足はなく 、 適切に使用し ている

こ と 。  
＜所感＞

＜良好事例＞

＜改善事項＞

※ 該当し ない項目については、 二重線で消すこ と  

資料⑯
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2 0 2 4 年 月2

九州電力株式会社 

2023年度 玄海原子力防災訓練シナリ オにおける「 能力向上を促すための要素」（ 案）  

◎ 指標６ 能力向上を促せるよう な実効性のある事故シナリ オか 
・ 原子力災  害の発生又は拡大の防止のために行う 応急措置と 実施する事故対処の能力

向上に資する現場実動、 プラ ント 状態の把握を困難と する想定等、 実効性を高める
工夫が図ら れているか  

【 能力向上を促すためのシナリ オへの要素】  

資料⑰

シナリオ情報を含むため非開示
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能力向上を促すためのシナリ オへの要素に加え、 シナリ オ多様化の観点で以下の場面設

定を実施する。  

シナリオ情報を含むため非開示
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別 紙

現場実動訓練における能力向上を促すための要素について（ 案）

現場実動訓練における能力向上を促すための要素と し て期待さ れる判断ポイ ント を以  

下に示す。  

シナリオ情報を含むため非開示
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判断ポイント

海原 発電所 防災訓練⽞ ⼦⼒ における「能 向上⼒ を促す実効性のある現場実動訓練」フローチャート

シナリオ情報を含むため非開示
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資料⑱

個人情報のため非開示
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2 

中○ 期計画の見直し や年度の訓練計画等に反映すべき内容を 抽出するため、 年度ご

と に確認する項目を明確化する。  

○

〇シナリ オの多様化等の観点から 、「 場面設定」 や「 付随事象」 についても訓練シナ

リ オ作成時の要素と し て設定する。 また、 現場実動訓練においても実効性のある

想定や認知、 判断及び対応能力を向上さ せるよう な工夫を設定する。

緊急時対応○ 能力の向上を図るため、 緊急時対応組織（ 社外を含む） と の連携訓練

を設定する。  

○ 原子力事業者防災業務計画に記載し ている訓練の項目以外に、 原子力防災組織と

し て、 訓練を通じ て緊急時対応能力を向上さ せる必要がある訓練を以下のと おり

整理する。  

① Ｅ ＲＣと の連携訓練 

② 原子力防災要員等の動員訓練 

③ 原子力事業者間協力協定等に基づく 対応訓練 

④ 発電所支援対応訓練 

⑤ プレス対応訓練 

⑥ 住民避難支援対応訓練 

⑦ オフ サイ ト センタ ー連携訓練 

⑧ 発電所支援に係る本店即応センタ ーと の連携訓練 

⑨ 後方支援拠点設置運営訓練 

その他必要に応じ 訓練項目を設定

５ ． 計画の見直し  

訓練結果や規制側の要求及び訓練のあり 方検討等を踏まえ、定期的な中期計画の評

価・ 分析により 、 訓練計画の策定に考慮が必要な事項の抽出等を実施し 、 継続的な改

善を図る。  

また、 中期計画は、 訓練実績、 訓練における目標達成状況、 改善事項の反映状況、

第３ 者の視点による評価等により 必要に応じ て見直し を実施する。  

シナリオ情報を含むため非開示
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3 

６ ． 評価・ 分析の時期及び方針の考え方 

○ 評価・ 分析を行う 時期や方針の考え方を明確にするこ と で、 継続的に緊急時対応

能力等の改善を図る。  

なお、 評価・ 分析に当たっ ては、 以下の内容を考慮し 、 訓練年度計画及び中期計

画に反映する。  

・ 原子力防災訓練の結果

・ 原子力事業者防災訓練報告会（ 訓練あり 方検討の内容を含む）

・ 他電力原子力防災訓練の視察結果 等

評価分析○ の時期 

年度2021 年度2022 年度2023 以降

中期計画 

年度計画 

イ ンプッ ト

情報

以 上  

▽

▽

▽

▽

▽
訓練報告会
他電力視察結果 等

▽
訓練結果

▽

策定

訓練結果

訓練報告会
他電力視察結果 等

見直し

反映

評価・ 分析（ 見直し）

▽
策定

訓練結果

▽

評価・ 分析

▽

反映
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➢ 年度ごと の訓練テーマ

各拠点における役割分担を認識し 、 以下の災害対応ができるこ と を確認する□
・ 緊急時における事故収束活動
・ 発電所支援対応
・ 関係箇所と の情報連絡、 連携対応
前年度に抽出した改善事項の有効性確認□
原子力事業者の防災訓練の評価指標も参考にし、 訓練を計画実行するこ と で能力向上を目指す□

前年度までの訓練結果に□
対する分析等を踏まえ、
更なる応用力を取得

年度2022

年度2024

年度2023

年度まで2021

➢ 年度毎の確認項目

年度（ 平成 年） まで■ 2015 27
・ シナリ オ提示型訓練の実施
・ 多様且つ、 難度の高いシナリ オの実施
・ 住民避難を優先した迅速な通報連絡の実施

年度～ 年度■ 2019 2021
・ への円滑な情報発信のための体制及び運用の習熟ERC
・ 防災訓練と 連動した現場実働の習熟 （ マルフ ァ ンクショ ンを踏まえた対応）
・ 一部の対応要員喪失による対応
・ 発電所及び本店間の情報連携並びに本店から Ｅ ＲＣへの情報共有の確認
・ 緊急時対策棟での円滑な原子力災害対策活動の実施
・ 事故対処能力向上を促せるよう な実効性のある事故シナリ オへの取り 組み

年度（ 平成 年） ～ 年度（ 平成 年） まで■ 2016 28 2018 30
・ 国、 自治体への迅速な情報伝達・ 住民避難支援に係る連携確認
・ 他電力と の連携
・ 戦略シートを活用した情報共有、 判断ポイント による判断能力確認

事故収束に向けた現場実働訓練による判断能力及び実働能力の向上□

社外を含む緊急時対応組織と の連携□
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シナリオ情報を含むため非開示

シナリオ情報を含むため非開示
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拠 点 各拠点の対応（ 概要） 支援の流れ

原子力発電所

（ 緊急時対策所）

本店

（ 即応センター）

発電所外からの

支援

警戒体制 第１種緊急時体制

警戒事象発生
ＳＥ該当事象

（ １０条事象相当）
ＧＥ該当事象

（ １５条事象相当）

第２種緊急時体制

緊急時対策本部（ 事故拡大防止措置）

後方支援拠点選定 

（ 放射能拡散、 自然災害時の被害状況を考慮）  

▼ 
拠点
設置

プラント メーカ
協力会社

②被害状況確認

訓練の基本的内容（原子力災害発生時の支援対応内容等）

〇発電所・後方支援拠点へのｱｸｾｽの
確認（陸海空路）

〇避難者の搬送準備

〇物資等の確保
・バッテリー、燃料（重油、軽油等）
・食料、水、・簡易トイレ
・放管用資機材、取替部品など

〇輸送手段の確保 （車、船、ヘリ等）

支援班

③通信設備の使用可能状況確認

④避難者の搬送準備

⑤外部電源・必要物資等の確認

⑥要員の確保（応援含む）

緊急時対策本部（ 発電所支援・ 規制庁ＥＲＣ・ ＯＦ Ｃ対応）

①通報連絡

①通報連絡

②被害状況確認

③通信設備の使用可能ｴﾘｱ把握

⑤輸送手段の確保 （車、船、ヘリ等）

④発電所へのｱｸｾｽ確認（陸海空路）

⑥気象データの入手

⑦応援要員・ 技術員の確保

⑧物資等の確保

依 頼

復旧作業・各種協力

             原子力災害時における原子力事業者間協力協定に基づく 協力 

原子力事業における相互協力

原子力緊急事態支援組織【 遠隔操作可能な資機材等提供】

重大事故発生から６日後まで指示

要請

要請

非発災発電所による支援

〇通信設備の使用可能ｴﾘｱ把握

〇電源確保（外部電源喪失時）

復旧支援班

総 務 班

後方支援拠点

〇支援要員の参集

〇支援要員の管理

〇支援物資の集積

〇ＮＲＡ、実働省庁との情報連絡

非発災発電所

〇協力要員
〇ＧＭ汚染サーベイメータ
〇個人線量計 等 

事業者間協力協定

〇協力要員

〇ＧＭ汚染サーベイメータ

〇個人線量計 等 

〇発電所設備の調達（ 取替部品等選定）
輸送手段確保・輸送

原子力技術班

総 括 班

総 括 班

支援内容

詳細調整

要請・ 回答

要請・ 回答

要
請
・
回
答

支援内容

詳細調整

支
援
要
員
・
物
資

要
請
・
回
答

   ： 基本ﾁｬﾝﾈﾙ

   ： ｻｲﾄﾞ ﾁｬﾝﾈﾙ

保 修 班

⑨外部への情報発信（ プレス対応等）

⑩住民避難支援

原子力安全研究協会【 オンサイト 医療スタッフ派遣】要請

連絡

連絡

170



資料⑲
個人情報のため非開示

171



2 

１ ． 原子力防災訓練の結果

「 防災訓練実施結果報告書」（ 川内： 年 月 日、玄海： 年 月 日に原子2023 1 23 2023 5 16 力規制
委員会へ報告） を イ ン プ ッ ト 情報と し た。  

なお、当該報告書において訓練の目的、評価結果及び今後の原子力災害対策に向けた改善点は
以下のよ う に記載し ている 。  

（ １ ） 訓練の目的 
訓練の主たる 目的は、 原子力発電所、 本店、 原子力事業所災害対策支援拠点（ 以下「 後

方支援拠点」 と いう 。）、 東京支社及び各支店等が連携し 、 原子力災害発生時に原子力防災
組織及び本店原子力防災組織があら かじ め定めら れた機能を 有効に発揮でき る こ と を 確認
する 。  

ａ ． 発電所対策本部、 本店対策本部、 後方支援拠点等における 役割分担を 認識し 、 対策要  
員が関係機関と の連携を 含めた災害対応を 実施でき るこ と を 確認する  

ｂ ． こ れま での訓練から 改善を図っ た事項の有効性を 確認する   

ｃ ． 訓練目標    

事故収束に向けた現場実働訓練によ る判断能力及び実働能力の向上 

（ 検証項目）    

現場実働訓練において、 不測の事態等の発生を 認知し 、当該事象に対し て、適切な判断
及び対処が行える こ と  

（ ２ ） 訓練の評価結果

○ 年度において先行し て実施し た川内訓練にて抽出し た課題に対し 、2022 速やかに要因及び
改善点を検討し 、 玄海訓練にてそ の対策の効果を 確認できており 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルが機
能し 、 緊急時対応能力の継続的な改善が図ら れている。

○ 発電所、 本店、 後方支援拠点東京支社及び各支店が連携し 、 原子力災害発生時に原子力防
災組織及び本店原子力防災組織があら かじ め定めら れた 機能を 有効に発揮でき る こ と が
確認できたこ と から 、（ １ ） の訓練目的及び検証項目は達成し たも のと 判断する 。  

〈 （ ） ａ 関連〉1 .

○ 要素訓練の積み重ね及びシナリ オ非提示型訓練への取り 組みを重ねるご と に、こ れま での
訓練から 抽出さ れた改善について、 そ の対策の効果が確認でき ており 、 組織全体と し て緊
急時対応能力が向上し ている と 評価する。〈（ ） ｂ 関連〉1 .  

○ 訓練を 踏ま え、 今後に向けた改善点等が抽出さ れたものの、 想定し た原子力災害に対する
事故対応等を行える こ と が確認できたため、 緊急時対応能力及び防災体制が十分であるこ
と が確認できる 訓練結果であっ たと 評価する 。〈（ ） ｃ 関連〉1 .

○ 現場実働訓練において、 アク セスルート の一部使用不能、 機器の不具合等が生じ る も ので
あっ たが、 発電所対策本部は現場作業班へ適切な指示を行っ ており 、 ま た、 現場作業班は
発電所対策本部の指示に対し て迅速かつ適切な対応が行えていたこ と から 、 不測の事態に
対し 、 的確に事態を 認知し 、 当該事象に対し て適切な判断及び対処が行えていたものと 評
価する。

（ ３ ） 今後の原子力災害対策に向けた改善点
【 川内】  

・ 原子力規制庁Ｅ Ｒ Ｃ 派遣者（ リ エゾン ） 対応に係る 運用の見直し 
・ 発電所対策本部における更なる 簡潔・ 明瞭な報告の実施 

【 玄海】  
・ 発出し たＥ Ａ Ｌ を管理する一覧表の作成等

２ ． 他電力によ る 評価と し て、 現地（ 本店即応セン タ ー） 及び録画映像（ 現場実働訓練） によ る
確認を 受けた結果、 以下の気づき事項（ 良好事例を含む） があっ た。  

主な気づき 事項 側が発話中であっ ても 緊急情報を入手し た際は、割り 込んで情報共 ○ ERC
有するこ と が出来ていた。 玄海（ 本店）[ ]  

〇予定時刻を過ぎている にも 関わら ず、 予定時刻と し て発話する 場面が
あっ た 玄海（ 本店） [ ]  
本店即応セン タ ーから Ｅ Ｒ Ｃ プ ラ ン ト 班に対し 、 Ｅ Ｒ Ｓ Ｓ 、 Ｃ ＯＰ 、○
備付資料等を活用し て視覚的に分かり やすい情報共有ができ ていた。
川内（ 本店）[ ]  

〇一部の資料では文字の線が細い等、 書画が見づら い場面があっ た 川 [
内（ 本店） ]  
ケーブ ルが損傷し ないよう 班員全員でケーブ ルを 持ち 上げ運搬し 、 敷○
設し ていた。 玄海（ 現場）[ ]  

〇ケーブ ル外被損傷のマ ルフ ァ ン ク ショ ン では、 予備ケーブ ルへの切替
で対応さ れていたが、 不良ケーブ ルに対し 識別の指示があればよ り よ
い 玄海（ 現場）[ ]  
班長が手順書を 確認チェ ッ ク を し ながら 使用する 資機材、 工具を 指示○
し ていた。 また、 班員は内容物、 個数を 確認し たのちに運搬積載を し
ていた。 川内（ 現場）[ ]  

〇安全上、 固縛装置等の重量物は２ 人以上で運搬し たほう が良い 川内[
（ 現場） ]  

３ ． 他電力防災訓練の確認結果

（ １ ） 確認実績 
下表のと おり 、 他電力の防災訓練を 確認し 、 そ の確認結果（ 議事録等） を イ ン プ ッ ト 情   

報と し た。 なお、 年度は新型コ ロ ナウ イ ルス感染症対策の観点から 、 一部の訓練を 除2022
き 、 現地での視察は行わず、 統合原子力防災ネッ ト ワ ーク のＴ Ｖ 会議及び録画映像によ る
確認を 実施し た。  

（ ２ ） 確認結果
当社の社内原子力防災訓練への視察受入れ（ 映像によ る 確認を 含む） 及び他電力防災訓   

練の確認を実施し 、 年度に重点的に確認する 項目と し て、 以下の項目を 抽出し た。2023  
・ Ｅ ＲＣ プ ラ ン ト 班へのＣ ＯＰ 等の資料配布状況の確認し た上での説明（ 島根）  
・ 緊急地震速報を用いた、 地震情報の本店対策本部内への周知（ 泊）  
・ グリ ッ ド 線の追加等備付資料の充実（ 志賀）  

４ ． 訓練あり 方検討の活動を 踏まえた対応

訓練あり 方検討の対応と し て、 年度以降は、 以下の方針で訓練に取り 組んでいく 。2023  

〇 年度に有効性が確認さ れた以下の項目については、訓練計画に反映し 計画的に取り 組む。2022  

・ に至るこ と を 求めない（ 止まり ） 訓練： 年度以降の自社訓練で取組み予定GE SE 2024
・ 実発災を 想定し た広範囲な支援組織と の連携： 年度は、 年度の玄海 訓練に2023 2022 LSB

おける 試行結果を踏ま えた対応を 実施予定 
・ 事業者間ピ ア レ ビ ュ ー： 年度は、 川内 を対象に事業者間ピアレビ ュ ーを実施予定2023 NPS

〇そ の他の項目については、 年度以降の試行結果を 踏まえ訓練に取り 組んでいく 。2023  

評価・ 分析のイ ンプ ッ ト 情報
添付１
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（ 他電力防災訓練の確認実績）

日 時 訓 練 内 容 視 察 場 所          

年1 2022 月8 30日
関西電力㈱
高浜発電所原子力防災訓練 

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 高浜原子力発電所 

年2 2022 10月 日7
東京電力ＨＤ㈱
福島第一、第二原子力発電所原子力
防災訓練 

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ ☆ 福島第一・ 第二原子力発電所

年3 2022 10月11日
日本原子力発電㈱
東海発電所原子力防災訓練 第( 部2 ) ◇ 本店即応センタ ー 

年4 2022 11月1 日5 中国電力㈱
島根原子力発電所原子力防災訓練 

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
☆ 本店即応センタ ー 
☆ 島根原子力発電所 

5 年 2022 11月2 日5 東北電力㈱
東通原子力発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ ☆ 本店即応センタ ー（ 評価者）
◇ 東通原子力発電所 

6 年 2022 12月2日
日本原子力発電㈱
敦賀発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 敦賀原子力発電所 

7 年 2022 12月 日9 四国電力㈱
伊方発電所原子力防災訓練 

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 即応センタ ー松山
☆ 伊方原子力発電所 

8 年 2023 1月20日 関西電力㈱
大飯発電所原子力防災訓練 

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 大飯原子力発電所 

9 年 2023 1月2 日7 北海道電力㈱
泊発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
☆ 泊原子力発電所（ 評価者）

年10 2023 1月31日
北陸電力㈱
志賀原子力発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
☆ 本店即応センタ ー（ 評価者）
☆ 志賀原子力発電所（ 評価者）

年11 2023 2月3日 東京電力ＨＤ㈱
柏崎刈羽原子力発電所原子力防災訓練

◇ ☆ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ（ 評価者）
◇ ☆ 本店即応センタ ー（ 評価者）
◇ ☆ 柏崎刈羽原子力発電所（ 評価者）

年12 2023 2月10日
中部電力㈱
浜岡原子力発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 浜岡原子力発電所 

年13 2023 2月1 日7 日本原子力発電㈱
東海、 東海第二発電所原子力防災訓練

◇ 本店即応センタ ー 
◇ 東海、 東海第二原子力発電所

年14 2023 3月3日 関西電力㈱
美浜発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 美浜原子力発電所 

15 年 2023 3月 日7 東北電力㈱
女川原子力発電所原子力防災訓練 

◇ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ  
◇ 本店即応センタ ー 
◇ 女川原子力発電所 

※ 視察方法 ◇ ： 統原防ＮＷまたは録画映像、 ☆ ： 現地
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① 年度ごと の訓練テーマ 等

・ 事故収束に向けた現場実働訓練によ る判断能力及び実働能力の向上    

［ 検証項目］

現場実働訓練において、不測の事態等の発生を 認知し 、当該事象に対し て、適切な判断

及び対処が行えるこ と  
分類 内容 分析結果 

組織の能力 体制 

体制の確立

・ 発電所対策本部、 現場作業班と も

に、 予め定めら れた体制を確立で

きていた。  
・ 体調不良者が発生した際に発電所

対策本部と 連携し 、 速やかに交代

要員を派遣し ていた。（ 川内）  

組織・ 要員の能力 
・ 不測の事態(マルフ ァ ンク ショ ン対

応)に対し、状況を確認し 、代替手

段の検討ができていた。  

情報共有 情報  

対策本部と の連携 

・ ト ラ ブル発生（ マルフ ァ ンク ショ

ン対応） 時に現場と 対策本部が連

携し た適切な対応が図ら れて い

る。  
・ 大津波警報の発令に伴い、 取水ピ

ッ ト の水位等の情報を適宜本部と

現場が情報共有し 、 本部は津波到

達が近づいたと 判断した際には、

速やかに現場に避難指示を行う こ

と ができていた。 また、 現場作業

班は、 発電所対策本部の指示に対

して迅速かつ適切な対応が行えて

いた。（ 玄海）  

現場作業員間のコ ミ ュ ニケー

ショ ン  

・ 重機を使用し た作業では、 誘導員

を配置し 、 周囲の安全を確認し、

運転者と 誘導員が合図により 連絡

を取り 合い、 安全に作業を行っ て

いた。（ 川内）  
・ 放射線防護具装着環境下で会話が

聞き取り にく い場面においても、

各ステッ プ終了の都度、 手を上げ

る等の全身アク ショ ンで、 コ ミ ュ

ニケーショ ンの補てんができてい

た。（ 玄海）  

［ 検証結果］  
発電所対策本部はプ ラ ン ト 状況を 踏ま え、 現場作業班へ適切な指示を 行っ ており 、 ま
た、 現場作業班は発電所対策本部の指示に対し て迅速かつ適切な対応が行えていた。 
資機材（ 電源ケーブル等） 損傷などのマルフ ァ ン ク ショ ン に対し ても 対応要員が適切
に状況を判断し 、発電所対策本部と 現場作業班が連携し て事故収束に向けた対応が行
えていた。  

② 年度ごと の確認項目

発電所対策本部、 本店対策本部、 後方支援拠点等における 役割分担を 認識し 、 対策要員が○  
関係機関と の連携を 含めた災害対応を 実施でき る こ と を 確認 

分類 内容 分析結果 

組織の能力

体制 
組織の構成、 役割分担、 指示命

令系統、 情報収集や伝達経路等

を含む組織の体制 

原子力事業者防災業務計画等に基づ

き体制の整備が図ら れており 、 各機

能班の役割が明確化さ れ、 各班が連

携し 、 組織の体制向上に寄与し てい

る。  

計画 
緊急時対応に関る業務の手順、

訓練目的などの策定 

訓練計画による目的の策定・ 周知が

なさ れると と もに、 整備さ れた手順

等に基づく 活動が実施できている。

設備 
各施設、 通信設備、 共有端末な

どﾊー ﾄﾞ 面に対する工夫状況 

施設整備が行われ、 こ れまでの訓練

において拡充等改善が確実に図ら れ

活動に寄与している。  

要員の能力 体制 
対策要員がそれぞれの役割に応

じた緊急時対応業務の認識 

訓練を重ねるごと に役割分担に応じ

た活動が展開できており 、 新規要員

に対し て、班内でのｻﾎ゚ ﾄーが適切に行

われ能力維持が図ら れている。  

こ れま での訓練から 改善を図っ た事項の有効性○   
年度訓練において、 年度訓練時に抽出さ れた改善点の反映を 訓練で確認できて2022 2021

おり 、 訓練を 通じ て組織の能力、 要員の能力の向上に寄与し ている。  
ま た、 抽出し た課題に対し 、 速やかに要因及び改善点を関係者で検討し 、 訓練にてそ の対

策の効果を確認する ｻｲｸﾙが機能する 組織の維持が図ら れている 。PDCA  

原子力事業者防災訓練評価指標に対する取り 組み○   
令和 年度第 回原子力規制委員会（ 年 月 日） で了承さ れた「 指標７ 現場実4 28 2022 8 17  

働訓練の実施」 の見直し 内容等を受け、評価指標の目的や重要性も踏ま えた訓練対応を実施

し た。 今後も引き 続き計画的・ 継続的に実施する訓練の中で確認し ていく 。  

③ 年度2021 中期計画見直し に係る評価・ 分析で抽出し た項目の対応状況

①「 年度ごと の訓練テーマ 等」 と 同様の内容 

④ 今後 の原子力災害対策に向けた改善点

・ 原子力規制庁Ｅ ＲＣ 派遣者（ リ エ ゾン ） 対応に係る 運用の見直し （ 川内）  
・ 発電所対策本部における 更なる簡潔・ 明瞭な報告の実施（ 川内）  
・ 発出し たＥ Ａ Ｌ を 管理する 一覧表の作成等（ 玄海）  

上記改善点に対し 、 至近の訓練で基本的な対応事項を起因と し た課題が抽出さ れていないか

確認し た結果、 通報連絡に関する課題が以下の通り 抽出さ れているため、 基本的な対応事項の

確認を重点的に取り 組む必要がある。  
年度川内総合訓練2021  

・ 応急措置の実施報告（ 条報告） において報告すべき内容の周知・ 習熟25  

２ ０ ２ ２ 年度原子力防災訓練結果に対する評価・ 分析 添付２

174



九州電力（ 株） 原子力防災訓練対応実績・ スケジュ ール

実 施 事 項
年2022 年2023 年2024

備 考
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月以降

ACTI ON 改善実施 ○ 改善対策の具体化 ▼川内訓練日： 2022. 10. 25
▼玄海訓練日： 2023. 2. 28・ 改善内容の周知・ 教育

訓練報告CHECK  〇 年度川内訓練報告書提出2022  2023.1. 23 

年度玄海訓練報告書提出○ 2022  2023.5. 16 

改善実施 〇 年度訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON  2022  

通報文作成ルール等の周知・ 習熟■  

Ｅ ＡＬ を管理する一覧表の作成、 勉強会・ 訓練等により 周知  →     

習熟訓練  ○  

・ Ｅ ＲＣ対応ブース情報共有習熟訓練   

・ 通報文作成習熟訓練（ 要素訓練）   

原子力事業者防災訓練報告会／規制委員会報告  ○  防災訓練報告会： 2023. 7. 26 
規制委員会報告： 2023. 8. 30 

・ 評価結果、 今年度の評価指標の考え方、 対応方針の周知              

教育訓練  ○  

・ 原子力防災教育   

・ Ｅ ＲＣ備付資料説明会   

〇事業者防災業務計画見直し検討 届出日：                   2023. 10. 20 

〇中期計画見直しに係る評価分析検討   

訓練計画 〇 ～ 年度訓練 中期計画見直し（ 必要時）PLAN  2022 2024   

年度訓練計画策定  ○ 2023  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 川内）2023  訓練日： 2023. 12. 19 

訓練評価 〇川内訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価 

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）2022  

・ パンチリ スト 対応 

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定 

〇 年度訓練報告書提出（ 川内）2023  

改善実施 〇訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON   

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

習熟訓練  ○  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 玄海）2023  訓練日： （ 予定）2024. 2. 27  

訓練評価 〇玄海訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価   

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）  2022  

・ パンチリ スト 対応   

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定   

〇 年度訓練報告書提出（ 玄海）2023  

改善実施 〇訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON   次年度訓練へ反映                    

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

〇中期計画見直しに係る評価分析検討開始   

〇事業者防災業務計画見直し検討開始   

訓練計画 〇中期計画見直しPLAN   

〇 年度訓練計画策定  2024  他社訓練の良好事例、 報告会、JANSI  
規制庁訓練報告会等も参考と する  

訓練実施 〇 年度訓練実施DO  2024  

玄海[ ]  川内[ ]  

届出 

資料⑳
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九州電力（ 株） 原子力防災訓練対応実績・ スケジュ ール 

実 施 事 項       
年2021  年2022  年2023  

備 考     
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月以降

改善実施 改善対策の具体化ACTI ON  ○  ▼玄海訓練日： 2021. 10.  1 
▼川内訓練日： 2022.  1. 18 ・ 改善内容の周知・ 教育   

訓練報告CHECK  〇 年度玄海訓練報告書提出2021  2022.1. 28 

年度川内訓練報告書提出○ 2021  2022.5. 12 

改善実施 〇 年度訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON  2021  

■ 10条確認会議及び15条認定会議時の説明内容の整理 

  →整理表の作成、 勉強会・ 訓練等により 周知 

  ■ 25条報告において報告すべき内容の周知・ 習熟 

フ ォ ーマッ ト の作成、 勉強会・ 訓練等により 周知  →  

習熟訓練  ○  

・ Ｅ ＲＣ対応ブース情報共有習熟訓練   

・ 通報文作成習熟訓練（ 要素訓練）   

原子力事業者防災訓練報告会／規制委員会報告  ○  防災訓練報告会： 2022. 7. 21 
規制委員会報告： 2022. 8. 17 

・ 評価結果、 今年度の評価指標の考え方、 対応方針の周知                      

教育訓練  ○  

・ 原子力防災教育   

・ Ｅ ＲＣ備付資料説明会   

〇事業者防災業務計画見直し検討 届出日：                 2022. 8. 19 

〇中期計画見直しに係る評価分析検討   

訓練計画 〇 ～ 年度訓練 中期計画策定PLAN  2022 2024   策定                   2022.9. 5  

年度訓練計画策定  ○ 2022  策定                  2022.9. 5  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 川内）2022  訓練日： 2022. 10. 25 

訓練評価 〇川内訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価 

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）2021  

・ パンチリ スト 対応 

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定 

〇 年度訓練報告書提出（ 川内）2022  

改善実施 〇川内訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON   

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

習熟訓練  ○  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 玄海）2022  訓練日： 2023. 2. 28 

訓練評価 〇玄海訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価（ 川内訓練時の対策の検証含む）   

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）  2021  

・ パンチリ スト 対応   

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定   

〇 年度訓練報告書提出（ 玄海）2022  

改善実施 〇 年度訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON  2022  次年度訓練へ反映                    

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

〇中期計画見直しに係る評価分析検討開始   

〇事業者防災業務計画見直し検討開始   

訓練計画 〇中期計画見直しPLAN   

〇 年度訓練計画策定  2023  他社訓練の良好事例、 報告会、JANSI  
規制庁訓練報告会等も参考と する  

訓練実施 〇 年度訓練実施DO  2023  

備付資料、 初動対応、[  

要領見直し （ 発話ポイ ント 、 情報フ ロ ー、 役割分担） ]
川内[ ]  玄海[ ]  

届出 

資料㉑
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九州電力（ 株） 原子力防災訓練対応実績・ スケジュ ール

実 施 事 項       
年2022  年2023  年2024  

備 考     
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 月6 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月以降

改善実施 改善対策の具体化ACTI ON  ○  ▼川内訓練日： 2022. 10. 25 
▼玄海訓練日： 2023.  2. 28 ・ 改善内容の周知・ 教育   

訓練報告CHECK  〇 年度川内訓練報告書提出2022  2023.1. 23 

年度玄海訓練報告書提出○ 2022  （2023.5 予定）  

改善実施 〇 年度訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON  2022  

通報文作成■ ルール等の周知・ 習熟 

Ｅ  → ＡＬ を管理する一覧表の作成、 勉強会・ 訓練等により 周知    

習熟訓練  ○  

・ Ｅ ＲＣ対応ブース情報共有習熟訓練   

・ 通報文作成習熟訓練（ 要素訓練）   

原子力事業者防災訓練報告会／規制委員会報告  ○  防災訓練報告会： 2023. 6 （ 予定）  
規制委員会報告： （2023. 7 予定）  

・ 評価結果、 今年度の評価指標の考え方、 対応方針の周知                      

教育訓練  ○  

・ 原子力防災教育   

・ Ｅ ＲＣ備付資料説明会   

〇事業者防災業務計画見直し検討 届出日： （                  2023. 9 予定）  

〇中期計画見直しに係る評価分析検討   

訓練計画 〇 ～ 年度訓練 中期計画見直し（PLAN  2022 2024  必要時）  

年度訓練計画策定  ○ 2023  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 川内）2023  訓練日： （2023. 12 予定）  

訓練評価 〇川内訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価 

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）2022  

・ パンチリ スト 対応 

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定 

〇 年度訓練報告書提出（ 川内）2023  

改善実施 〇訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON   

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

習熟訓練  ○  

訓練実施DO  〇 年度訓練実施（ 玄海）2023  訓練日： （2024. 2 予定）  

訓練評価 〇玄海訓練評価CHECK   

・ 社内自己評価   

・ 対策の有効性評価（ 年度訓練課題）  2022  

・ パンチリ スト 対応   

・ 課題の抽出、 原因分析、 対策検討、 対策の方針決定   

〇 年度訓練報告書提出（ 玄海）2023  

改善実施 〇訓練評価を踏まえた改善対策の具体化ACTI ON   次年度訓練へ反映                    

変更内容の周知・ 教育  ■  

抽出さ れた改善項目に対する個別訓練等の実施  →  

〇中期計画見直しに係る評価分析検討開始   

〇事業者防災業務計画見直し検討開始   

訓練計画 〇中期計画見直しPLAN   

〇 年度訓練計画策定  2024  他社訓練の良好事例、 報告会、JANSI  
規制庁訓練報告会等も参考と する  

訓練実施 〇 年度訓練実施DO  2024  

玄海[ ]  川内[ ]  

届出（ 予定）  
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年度玄海原子力防災訓練（ ） コ ント ロ ーラ と の連携2023 2024. 2. 27  ERC  

黄色マーカ ー部は 殿と 今後調整さ せていただきます。NRA  

資料㉒

個人情報及びシナリオ情報を含むため非開示
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年度玄海原子力防災訓練終了スケジュ2023 ール

個人情報及びシナリオ情報を含むため非開示
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事前通信確認試験のお願いについて  

玄海原子力防災訓練の機器動作確認の一環と し て、 以下のと おり 、 通信確認試験を実 

施さ せていただきたいと 考えており ます。  

ご対応よろし く お願いし ます。  

個人情報のため非開示
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本店即応センタ ー分散配置

本店即応センタ ー非常災害対策本部室

総括班※

規制庁対応
ブ ー ス

原
子
力

技
術
班※
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ル
チ
モ
ニ
タ

指令部
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援
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地
域
支
援
班

支
援
班

広
報
班

各執務室等
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支
援
班

【分散】

【移動】

【分散】
地
域
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援
班

総本部

国T
V

会
議

社
内T

V

会
議

社内TV
会議

社内TV
会議

社内TV
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モ ニ タ
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タ
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タ
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グ
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換気換気

A

B

広
報
班

B

A
【分散】

広報班C

原子力
技術班

【分散】

B

A

※ 要員を即応センタ ー内で
分散配置する
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本店即応センタ ー分散配置に伴う 情報共有・ 連絡方法

本店即応センタ ー非常災害対策本部室

総括班

規制庁対応
ブ ー ス

原
子
力

技
術
班
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モ
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タ

指令部

情報コン
トロ ー ル
ブ ー ス
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班

地
域
支
援
班

広
報
班

各執務室等

復旧支援班

支
援
班

地
域
支
援
班

総本部

国T
V

会
議

社
内TV

会
議

社内TV
会議

社内TV
会議

社内TV
会議

モ ニ タ
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ニ
タ

モ
ニ
タ
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グ
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ー
ム

T
e
a
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s
へ

取
込
み

①

②

③

情報共有

⑥③ ④ ⑤ ⑥

情報共有

へ取込みTeams

③ ④ ⑤ ⑥

④

③ ④ ⑤ ⑥

①

①

①

①

③ ④ ⑤ ⑥

※ 「 本店即応センタ ー分散配置に伴う 情報共有・ 連絡方法」 については、
訓練、 検証等を踏まえ、 必要により 見直すこ と と する。

情報共有・ 連絡方法

【 全体情報共有】
① 即応Cのマイ ク 音声（ 社内TV、 館内放送） を非災室マルチモニタ スピーカ ーより 出力

（ ※ 非災室→即応Cの音声連絡はPHS等を用いる）
② 非災室マルチモニタ にﾄﾚﾝﾄﾞ ﾊ゚ ﾗﾒ ﾀー、 社内TV会議、 書画を投影
③ 即応Cにﾋﾞ ﾃ゙ ｵｶﾒﾗを設置し、 全体映像・ 音声をTeamsに取り 込む（ 他PCより 視聴可能）
④ 発電所と の社内TV会議映像・ 音声をTeamsに取り 込む（ 他PCより 視聴可能）

【 個別連絡方法】
⑤ Teams ⑥ PHS

A

B

支
援
班

広
報
班

③ ④ ⑤ ⑥

B

広報班

原子力
技術班

C

B

A

A
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ｺﾋﾟｰ機
（複合機）

ｺﾋﾟｰ機
（複合機）

FAX

本店非常災害対策本部室 レイ アウト

FAX

ﾌﾟﾘﾝﾀ

TV

TV

TV

TV

TV

TV

ﾌﾟﾘﾝﾀ
ﾓﾆﾀー

ﾓﾆﾀー

ﾓﾆﾀー

社内 会議TV

ﾓﾆﾀー

ﾓﾆﾀー

ﾓﾆﾀー

支援班 地域支援班 広報班
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機器名称 数量 備考

1

・ ノ ート Ｐ Ｃ

・ アダプタAC

・ マウス

２ 式 ・ 九電持込

モバイルルータ2 ・ 九電持込1

3

・ スキャ ナ（ ）Canon

・ アダプタAC

・ ケーブルUSB

・ 九電持込1

4

・ プリ ンタ （ ）Canon

・ 交換用カ ート リ ッ ジ

・ アダプタAC

・ ケーブルUSB

・ 印刷用紙

・ 九電持込1

据え置きプリ ンタ5 ・ Ｅ ＲＣ内に設置さ れているものを借用1

プリ ンタ 接続ケーブル6
2

（ ）20m, 30m
・ 九電持込

電源タ ッ プ7 ・ 九電持込2

原子力防災訓練に お け る緊急時対応セン ター （ＥＲＣ）使用機器一覧（広報班）

※ 確認事項

・ 据え置きプ リ ンタ の設置場所及び機種に変更がないか（ Ｅ ＲＣ広報班、 プ ラ ン ト 班）

変更がある場合ド ラ イ バ再設定が必要→

資料㉔
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機器名称 数量 備考

1

・ ノ ート Ｐ Ｃ

・ アダプタAC

・ I カ ードリ ーダC

・ マウス

２ 式 ・ 九電持込

モバイルルータ2 ・ 九電持込1

3

・ スキャ ナ（ ）Canon

・ アダプタAC

・ ケーブルUSB

・ 九電持込1

4

・ プリ ンタ （ ）Canon

・ 交換用カ ート リ ッ ジ

・ アダプタAC

・ ケーブルUSB

・ 印刷用紙

・ 九電持込1

据え置きプリ ンタ5 ・ Ｅ ＲＣ内に設置さ れているものを借用1

プリ ンタ 接続ケーブル6
2

（ ）20m, 30m
・ 九電持込

電源タ ッ プ7 ・ 九電持込2

原子力防災訓練に お け る緊急時対応セン ター （ＥＲＣ）使用機器一覧（プ ラ ン ト班）

※ 確認事項

・ 据え置きプ リ ンタ の設置場所及び機種に変更がないか（ Ｅ ＲＣ広報班、 プ ラ ン ト 班）

変更がある場合ド ラ イ バ再設定が必要→

185


